
益
城
町
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
宣
言 

  

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日
と
十
六
日
の
二
度
に
わ
た
り
、
震
度
七
の
大
地
震
が
益
城
町
を

襲
い
、
か
け
が
え
の
な
い
命
や
財
産
そ
し
て
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
姿
を
奪
い
ま
し
た
。 

 

復
興
将
来
像
と
し
て
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、
次
世
代
に
継
承
し
た
い
ま
ち
」
を
掲
げ
、
同

年
十
二
月
に
益
城
町
復
興
計
画
を
策
定
し
、
町
民
・
議
会
・
町
が
一
丸
と
な
り
、
全
国
か
ら
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
復
旧
と
復
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
復
旧
を
は
じ
め
、
生
活
再
建

に
必
要
な
機
能
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
地
・
避
難
路
の
整
備
に
加
え
、
町
中
心

部
で
は
土
地
区
画
整
理
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
も
着

実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

災
害
発
生
か
ら
五
年
の
節
目
に
、
災
害
で
得
た
多
く
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
永

く
後
世
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、

次
の
と
お
り
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。 

 

一
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
者
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
町
民
・
議
会
・
町
が
一
体
と
な
り 

 
 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す 

一
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
の
も
と
、
地
域
や
自
主
防
災
組
織
、
防
災
士
と
連
携
し
、 

 
 

災
害
時
の
対
応
体
制
を
構
築
し
ま
す 

一
、
身
近
な
避
難
場
所
や
大
規
模
災
害
時
に
も
機
能
す
る
防
災
拠
点
を
整
備
し
ま
す 

一
、
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
被
災
地
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
す 

一
、
災
害
の
経
験
や
教
訓
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
全
国
へ
発
信
し
、
日
本
の
防
災
・
減
災
に 

 
 

貢
献
し
ま
す 

  
 

 

令
和
三
年
四
月
十
一
日 
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益
城
町
議
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